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野村町野村地区での主な意見

西予市復興座談会（野村町）を開催しました

野村町で市民の皆様を対象とした復興座談会を開催しました。
野村町の復興座談会は、被害の大きかった野村地区と、それ以
外の地区に分けて実施しました。
復興座談会では、復興まちづくり計画策定の進め方や復興事

業の状況等をご説明させていただくとともに、参加された皆様
から復興に関する様々な意見をいただきました。

■野村町野村地区
日 時：平成31年１月９日(水) 19:00～
場 所：野村公民館
参加者：60名

■野村町渓筋･中筋･大和田･横林･惣川･大野ヶ原地区
日 時：平成31年１月16日(水) 19:00～
場 所：野村公民館
参加者：12名

■安心で安全なまちの再建について
・野村ダムの操作の見直しや肱川水系の河川改
修は必須である。計画策定等にあたっては、
住民参加の方向も検討していただきたい。

・ダムの操作の見直しについては、国・県と話
を進めていると聞いている。そのような情報
を住民にも知らせて欲しい。

・被災者のほとんどが人災だという意識がある。
・公共施設の復旧は防水対策をするが、個人の
住宅の防水対策は自己負担である。そのこと
も考えて復興を検討すべき。

■産業・経済における生業の再建について
・水路が被災して田植えができない。それに対
する支援策を検討して欲しい。

■日常の暮らしの再建について
・大規模な被害のあった三島町について、住宅
再建に関する方向性が示されないため不安な
状況にある。状況を出来るだけ早く教えて欲
しい。

・三島町の再建について、被災した人の声を聞
く機会を設けながら検討して欲しい。

・被災者が住むところを速やかに確保するため、
空家の活用等も検討すべきでは。

■その他
・「頑張ろう野村」や「頑張ろう南予」といっ
たことが掲げられているが、何を頑張れば良
いのか。道筋を行政が示して欲しい。

・職員の対応が遅い。被災者が本当に困ってい
ることを聞いて欲しい。

・住民の目線に立って、誠心誠意進めていただ
きたい。

■インフラ環境、まちなみ整備について
・竹ノ内から伊勢井谷にあがる市道の陥没を早
急に直していただきたい。

■子育てや教育環境の再建について
・子どもたちが精神的なショックを受けている。
そのことも理解して復興に取組んでいただき
たい。



野村町渓筋･中筋･大和田･横林･惣川･大野ヶ原地区での主な意見

西予市復興まちづくり計画の策定にあたって

平成31年３月末の公表をめざして、地域別座談会や策定委員会で頂いた意見を踏まえ、西予市復
興まちづくり計画の策定を進めていきます。
再度、復興座談会を開催し、計画素案について意見交換ができる場を設けますので、引き続きご

協力をお願いいたします。

■安心で安全なまちの再建について
・野村ダムの操作の見直し等によって、放流量
に応じてそれぞれの地域がどのような状況に
なるのか情報の提供をお願いしたい。

・小さな河川については法定外公共物扱いとな
り、補助対象外ということを言われている。
そのあたりの対策をお願いしたい。

■産業・経済における生業の再建について
・農地に入るために利用していた橋が流れた。
公共の橋でないため直せないと言われている
が、個人での対応は困難であり対応を検討し
ていただきたい。

■その他
・町の中心部や被害の大きいところに支援が集
中し、端々の地域が後回しにならないような
復興計画を作成していただきたい。

■インフラ環境、まちなみ整備について
・防火用水への進入路が倒木等でふさがってお
り、その対策をお願いしたい。

西予市復興まちづくり計画策定委員会を開催しました

第２回の西予市復興まちづくり計画策定委員会を平成31年１月23日（水）に開催しました。
委員会では、委員の皆さんで平成30年７月豪雨による主な被災箇所を見て回ったうえで、西予市

復興まちづくり計画に反映すべき事項等についてご意見をいただきました。

■第２回西予市復興まちづくり計画策定委員会
日 時：平成31年１月23日(水) 13:00～
現地視察：明浜町俵津→宇和町明間→野村町野村
会 場：野村町商工会館
参 加 者：委員17名（４名欠席）
主な内容：
・西予市復興まちづくり計画（骨子案）について
・被災地現地確認における所見
・意見交換
【各委員から現地確認した上での計画に関する意見・提言】

・明浜町俵津地区では、樹園地の被災状
況を確認しました。

・宇和町明間地区の土砂崩落を対岸から
確認しました。

・野村町野村地区では、宇和川沿いを歩き
ながら、乙亥会館や三島地区、野村保育
所等の被災状況を確認しました。


